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研究成果の概要（和文）：　本研究ではTransnational Networkという概念の下、20世紀初頭から中葉にかけて
海を渡った、高等教育を受けた女性たちがどのような論理においてそのような行動をとったのか、個々の研究者
がそれぞれの領域において分析を行った。1)E. P. Hughesと安井てつの関係の余波　2）神智学やバハイのよう
な宗教思想が日本の女性たちに与えた影響　3）アジア主義者とアメリカ人女性ジャーナリストAgnes Smedleyと
の関係　4）英国で教育を受けた英領カリブ地域出身の女性　
　これらの独立した事象について、高等教育を受けた女性たちが国境を越え結んだ関係性が生み出した影響、余
波を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：    Through the concept of Transnational Network, this study analyzed how 
higher-educated women who crossed the sea from the beginning to the middle of the 20th century took 
such actions. This analysis was performed in the following research domains: 1) The aftermath of the
 relationship between E. P. Hughes and Yasui Tetsu; 2) the influence of religious thoughts such as 
theosophy and Bahai on Japanese women; 3) the relationship between Asianists and American female 
journalist Agnes Smedley; and 4) women in the British Caribbean region who received education in the
 United Kingdom. 

研究分野： 比較文学

キーワード： Transnational Network　E. P. Hughes　安井てつ　フィフス・オーフリー　ブラック・フェミニズム　
H・P・シャストリ(Shastri) 　アグネス・スメドレー(Smedley)　神智学

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、高等教育を受け、海を渡った女性たちの行動をTransnational Networkという視座の下
に統合した際に見えてくる影響や余波を可視化したことにある。また、歴史学や教育学という枠組みの中で論じ
られがちだったそのような女性たちの行動に、特に文学における表象から読み解くという新たな方向性を与え、
今後の研究の展開の可能性を開いた。社会的意義は、特に混沌を迎えた現代でこそ重要となったTransnational 
Networkについて、その機能の多様性を提言したことにある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
住み込みの家庭教師（Governess）から始まり、高等教育の女性教師に至るまで（以下、女

性教育者と総称）、19 世紀に本格化した女性教育者たちは、Cecilia Wadsö-Lecaros (2001)が概
観したように、出現の当初から差別と偏見の視線にさらされてきた。例外はあるものの、英国
における女性教師の表象は、興味本位ないし悪意に満ちた書き手ないし描き手によって担われ
てきた。 
それはまた、女性教育の進度が文明化の尺度となっていた関係で、いわばやむなく推進して

いった近代日本でも、同じ現象がみられた（小橋博士論文 2016）。一方、20 世紀になると、女
性教育者たちは組合や友好団体ほか、公私にわたる Transnational Network を形成し、日本も
その一端に組み込まれつつ、独自の展開と人脈を形成していった。こうした動向は、好奇の対
象だった女性教育者表象が、文明化の担い手として肯定的に捉えられ、ひいては国民国家に奉
仕する「母」へと大きく転換する契機となる。にもかかわらず、こうした英語圏全体に広がる
人脈の研究は、狭義の組合形成史の中で教育史や教育社会学で注目されることはあっても、表
象との相関についてはほとんど研究されることがなかった。 
 これら Transnational Network の功罪についての研究は、Antoinette Burton(1994)を嚆矢
として、Kumari Jayawardena (1995)等が続いた。英国のいわゆる白人女性たちによる英領イ
ンドでの現地支援活動と女性教育の導入は、Sisterhood という国家を越えた連帯として機能す
る一方で、文明化の使命と通底する帝国主義的な下部組織ともなったことが対比されている。
一方、研究分担者である堀内真由美も『大英帝国の女教師』（2008）において、帝国から帝国
内自治領への女性教師の派遣とその活動でさえも、帝国主義の補強という側面があったことを
指摘している。同書において堀内は、帝国支配の強化にも貢献した組織として、女性校長を中
心とした Cambridge Woman’s Network を特記している。この人脈は、つとに日本の女性教育
史でも断片的に言及されてきた。下田歌子の欧米視察（1893）以来、津田梅子の視察や安井て
つらの留学など、英国の女性教育者たちとの交流が本格化し、そこから女性教員養成機関校長
で、同ネットワークの一員である E. P. Hughes の来日が実現したからである。だが、日本の研
究では背景としての言及にとどまり、Pam Hirsch、Mark McBeth の詳細な研究書(2004)でも
わずかに説明されるにすぎない。 
組合や YWCA など女性の組織運動については、 Marie Sandell(2014) や Joyce 

Goodman(2015)の論考、芝原妙子の研究書（2014）など、戦間期の Transnational Network
の研究は近年進んでいるが、いずれも個人の米国経験に重点が置かれるきらいがある。Hughes
から津田梅子、安井てつなどに広がった人脈は、イギリス帝国のネットワークに一部が組み込
まれると同時に、タイ（当時は暹羅）に名門女子校の校長として赴任し、女子教育の普及に貢
献した安井のように、日本独自の帝国主義的な活動を余波として生んでおり、国境を越えた女
性教育者の交流を功罪あわせて植民地主義の文脈で捉え直す必要がある。 
 
２．研究の目的 
 19 世紀に出現して以降、女性の教育者は、日英共に好奇と偏見の視線にさらされてきた。一
方、20世紀前半には、英語圏を中心に女性教育者の組合や団体など公私にわたるTransnational 
Network が形成され、日本もその一端に参加するようになる。本研究では、1）英国から教育
視察のために来日した E. P. Hughes を媒介者として、日本の教育者が構築した人脈を
Cambridge Women’s Network の観点から発掘及び再考し、組合をはじめとする組織化への影
響と齟齬とを検討した。2）反権力的な女性のネットワークがイギリス帝国に脅威を及ぼして
いた好例として、上海の日本領事館にアグネス・スメドレーに関する情報提供をもちかけた H・
P・シャストリに注目し、１）と対比しながら、インドやロシアの反英ないしアジア主義的な
運動が、英国政府に内偵されていた経緯を考察した。 
 
３．研究の方法 
 1920～30 年代を中心とした Cambridge Woman's Network と日本との関連を明らかにする
ために、1）3 人がそれぞれ英米ドミニカの公文書館、大英図書館インド省文書、ウェールズ国
立図書館、東京の外交文書館、国立国会図書館などで一次資料を調査し、調査結果を新聞記事
や小説などの表象との関連を比較して考察した。2）英語圏と日本とのトランスナショナルな
ネットワークの中心となった人物として、神智学協会の James Cousins や H. P. Shastri、バ
ハイの Dorothy Hodgson などを、上記の文書館であわせて調査し、重層的なネットワークの
解明とその事跡を発掘し、あわせて小説などの表象との関連を比較して考察した。 
 
４．研究成果 
 成果として、小橋は論文 7件、口頭発表 6件（うち国際学会 2回）、橋本は編著 3件、論文 7
件、口頭発表 10件（うち国際学会 3回）、堀内は単著 1件、論文 5件、口頭発表 3件が挙げら
れる。研究代表者の小橋に関しては、口頭発表したものについては全て論文化した。最終的な



成果報告会として、研究分担者のほかに大阪大学 大学院文学研究科助教モハッマド・モインウ
ッディン氏、大学院生西元まり氏を加え、大阪大学比較文学会シンポジウム「帝国を掘り崩す
知 女性と教育をめぐるトランスナショナルなネットワーク」を行った。 
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